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１．はじめに  

 ジオセルとは，ジオシンセティックスを立体格子状に組み立てた補強材であり，格子内に地盤材料を充填するこ

とで拘束力が働き地盤を補強することができる。ジオセルの敷設による地盤の支持力向上や応力分散効果等は確認

されているが，その補強メカニズムについては未解明な部分が多く設計方法の確立には至っていない。伊藤ら 1)は，

ジオセルを敷設した地盤の支持力特性や地盤内の応力分散効果等の把握によって，道路路盤に適用した場合の効果

について検討をしている。しかし，供用後の繰返し荷重等によりジオセルが損傷した場合における支持力特性につ

いては明らかにされていない。 

 そこで本研究では，ジオセルを用いて補強した地盤の適用性に関する研究のうち，ジオセルの破断が支持力に及

ぼす影響を把握するため 4 条件で作製したジオセルを用い模型地盤を構築し定ひずみ速度載荷試験を実施した。 

２．模型地盤および使用材料 

 本研究では，図－１に示す鋼製土槽内にジオセル補強地盤を想定した模

型地盤を作製し，載荷試験を実施した。地盤材料には，気乾状態の珪砂 6

号（ρs=2.638g/cm3，ρd min=1.432g/cm3，ρd max=1.731g/cm3）を用いて相対密度

Dr=80%となるよう空中落下法により模型地盤を作製した。ジオセル模型は

1 つのセルの大きさが 78mm×71mm，高さ 38mm の寸法で，7 セル×7 セ

ルになるように厚さ 0.3mm の塩化ビニル板を加工し，接合部は 1 箇所あ

たり 5 回ステープラーで止めて作製した（写真－１）。模型地盤の厚さは

160mm とし，地盤表面より 60mm の位置に作製したジオセルを敷設した。 

３．試験概要 

 本試験では，ジオセルの破断が支持力特性に及ぼす影響を把握するた

め，作製した模型地盤に対して定ひずみ速度載荷試験を実施した。模型地

盤は，珪砂層の最下部に載荷直下（r0）と直下からの水平距離 100mm（r100），

150mm（r150）の位置に土圧計を配置し，鉛直方向に対する地盤内応力を測

定した。試験は，表－１に示したように case1～case4 までの 4 条件のジオ

セルを用いて実施した。case3 は，載荷板直下のセルを 1 箇所ハサミで裁断

し，case4 では載荷板周辺にあたるセルを 2 箇所裁断したジオセルを用い

て試験を実施した。 

試験は，載荷板直径 100mm のものを用いて 1.0mm/min の一定速度で載

荷を行い，沈下量が 15mm（載荷板直径の 15%）に達するまで変位制御方

式によって模型地盤の沈下量および上載荷重の計測を実

施した。試験結果は，定ひずみ速度載荷試験より得られた

上載荷重および沈下量（変位）を基に上載応力，地盤内応

力と変位の関係により整理した。また，ジオセルによる応

力分散効果を確認するため，Osterberg2)の提唱している影

響値により整理を実施した。 
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表－１ 試験ケース 

試験ケース 補強の有無 ジオセルの状態

case1 無補強 －

case2 ジオセル補強 破断箇所なし

case3 ジオセル補強 載荷板直下のセル1箇所破断

case4 ジオセル補強 載荷板周辺のセル2箇所破断

図－１ 模型地盤概要 

写真－１ ジオセル模型 
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４．試験結果および考察  

（１）支持力補強効果 

 上載応力，地盤内応力と変位の関係を図－３に示す。

図より σz100，σz150 の位置では上載荷重の影響は極めて

少ないことがわかる。また，写真－２に示した載荷試験

後の載荷板直下でのジオセルが約 10mm 弱程度たわん

でいたためジオセルによる補強効果が現れていること

が確認された。 

各ケースの上載応力と変位の関係を図－４に示す。

図より，ジオセルの破断による影響（case2，case3）を

比較すると case3 の方が支持力は大きくなる傾向を示

した。これは，ジオセルを破断させたことで隣り合うセ

ルが一つの大きなセルとなり拘束効果を発揮したため

であると考えられる。また，図－３の case4 の結果は

case3と同等の支持力を示したものの変位 12mm程度か

ら地盤内応力 σz0が減少，増加を繰り返している。これ

は，ジオセルの破断により載荷板周辺で発揮する拘束

力が異なったため，ジオセルの結合部が破断しやすく

なり支持力増加が得られなかったと考えられる。しか

し，その低下傾向は微小であるため破断したジオセル

も十分な支持力補強効果が得られている。 

（２）応力分散効果 

 各ケースにおける影響値と変位の関係を図－５に示

す。図より，各ケースとも大きな差異は見られず載荷初

期で影響値は急激に上昇し一定の値となる傾向を示し

た。ジオセルの破断（case2，case3）を比較すると，case3

は case1 とほぼ同様な傾向を，case2 は case1，3 と比較

して小さい値を示した。case3 ではジオセルによる支持

力増加は確認できたが，ジオセルを破断させたことで

載荷板直下のセルが大きくなり分散効果が低減したと

考えられる。また，case4 では case1 より影響値が大き

くなる傾向を示した。これは，前述の通り載荷板周辺の

ジオセルが発揮する拘束力の大きさが異なり，載荷板

直下におけるジオセルの結合部が破断しやすくなった

ためであると考えられる。 

５．まとめ 

 ジオセルが破断することによって応力分散効果は多少低下するもののジオセルによる支持力増加は確保できてお

り，本研究の範囲内ではジオセル破断が支持力に及ぼす影響はほとんどないと考えられる。 
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図－３ 上載応力，地盤内応力と変位の関係（case4） 
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写真－２ 試験後のジオセル表面 

図－４ 各ケースにおける上載応力と変位の関係 
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図－５ 各ケースにおける影響値と変位の関係 
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